




Prognostic Value ofUrinary NeutrophiI Gelatinase-Asociated Lipocalin on the First Day 











NARA -HF 3 study( 急性非代償'性心不全のため 201 年 4 月から 2014 年 12 月までに当院に入院し
た患者)に登録された症例のうち，入院初日に U-NGAL が測定された 260 例を対象とした.平均追跡期
間は 18.6 ヶ月であり， 9 人 (38.1%) が死亡し，うち 47 人 (18.1 %) が心血管死であり， 心不全再入院は 80
人 (30.8%) で、あった.入院初日の U-NGAL の中央値(32.5μ g/gCr) で 2 群に分けて比較したところ， U-
NGAL 高値群で U-NGAL 低値群に比べ有意に急性腎障害の発生率が高かった(45 .4% vs 26.2%; 
Pく0.01). また， U-NGAL 高値群では U-NGAL 低値群に比べ，全死亡(48 .4% vs 30.2%; Pく0.01) ，心血
















意に悪い結果で、あった.入院初日 の U-NGAL が上昇している症例では，入院後の厳格な血行動態管
理が重要である.
